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のための予算を審査
当初予算　140 億 2533 万円令和４年度一般会計

可 決
賛成11：反対3

歳出

歳入

町税
44億4791万円

民生費
57億1859万円

土木費
20億3897万円

総務費
14億7880万円

公債費
13億7183万円

衛生費
13億5425万円

教育費
11億3593万円

農林水産業費
2億1618万円

消防費
4億1137万円

議会費
1億3799万円

その他
1億6142万円

国庫支出金
22億4534万円

地方交付税
19億4000万円

繰入金
13億6088万円

町債
12億7750万円

県支出金
11億9060万円

地方消費税交付金
7億円

その他
8億6311万円

（数値は端数を処理しています）

　

令
和
４
年
度
第
１
回
定
例
会
を
３
月
１
日
か
ら
16
日

ま
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
各
特
別
会
計
の
新
年
度
予

算
案
や
敬
老
祝
金
支
給
条
例
改
正
案
な
ど
、
26
議
案
を

審
査
し
、
い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。

1545
　　 万円

55
　　 万円

1882
　　 万円

100
　　 万円

1億1623
　　 万円

859
　　 万円

病児・病後児保育事業

ご当地ナンバープレート導入事業

高齢者交通費・健康づくり助成事業

危険な空家の除去に補助金

新型コロナ感染症対策事業（予防接種）

小中学校へ電子黒板を導入

※写真は川棚町の
ご当地ナンバー
プレート

議 会 が 注 目 し た 事 業
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持続可能なまちづくり
令和４年度一般会計

被
爆
遺
構
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
設
置
場
所
と
内

容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

道
ノ
尾
駅
周
辺
、
構
内
も
含
め
た
と
こ
ろ
で

関
係
機
関
と
協
議
す
る
。
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は

長
与
駅
に
設
置
し
て
い
る
物
よ
り
、
一
回
り

小
さ
い
車
輪
を
設
置
す
る
。

複
合
施
設
整
備
事
業
準
備
支
援
業
務
と
は
何

か
。

設
計
業
者
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
（
※
）
で
の
選

定
を
想
定
し
て
い
る
。
そ
の
実
施
に
あ
た
り
、

関
係
職
員
へ
の
必
要
な
知
識
習
得
の
た
め
の

研
修
や
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
実
施
要
領
の
作
成
支

援
、
審
査
体
制
の
構
築
や
準
備
な
ど
で
あ
る
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

新
図
書
館
整
備
検
討
委
員
会
を
10
回
ほ
ど
開

催
し
、
図
書
館
の
基
本
構
想
・
基
本
計
画
を

改
訂
す
る
。
ま
た
、
令
和
４
年
12
月
頃
ま
で

に
、
健
康
セ
ン
タ
ー
整
備
基
本
計
画
と
合
わ

せ
た
複
合
施
設
整
備
計
画
を
作
り
、
設
計
業

者
を
選
定
す
る
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
す

る
。

ＱＡＱＡＱＡ

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
内
容
は
何
か
。

み
か
ん
狩
り
、
オ
リ
ー
ブ
収
穫
や
漁
業
体
験

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
。
現
在
７
団
体
が
加

入
、
10
団
体
に
増
や
し
て
い
き
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
使
用
料
の
口
座
振
替
は
、
年

に
１
、２
回
使
用
す
る
人
も
登
録
が
必
要
な

の
か
。

納
付
書
払
い
も
可
能
と
し
て
い
る
。

自
治
会
加
入
促
進
動
画
を
作
成
し
て
ど
の
様

に
活
用
す
る
の
か
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
、
幅

広
く
住
民
の
目
に
触
れ
る
よ
う
に
取
り
組
み

た
い
。

ＱＡＱＡＱＡ

主
な
質
疑

道
の
尾
に
被
爆
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

新
図
書
館
複
合
施
設
整
備
計
画

ス
ポ
ー
ツ
使
用
料
口
座
振
替

自

治

会

加

入

を

推

進

敬
老
祝
金
を
削
減
す
る
予
算

大
型
事
業
中
心
の
予
算

遊
び
心
の
あ
る
町
が
具
体
化

　

長
年
我
が
国
と
町
の
発
展
に
寄
与
し
て
き

た
感
謝
の
気
持
ち
で
あ
る
祝
金
を
削
減
す
る

と
い
う
事
実
は
消
え
な
い
。

�

（
堤
）

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
わ
ず
か
な
予
算
で
も
縮

小
に
迫
ら
れ
る
大
型
事
業
中
心
の
予
算
は
住

民
の
声
に
応
え
る
予
算
で
は
な
い
。

�

（
河
野
）

　

原
付
の
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
導
入

事
業
や
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業

な
ど
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
よ
っ
て
交
流

人
口
や
移
住
定
住
促
進
に
つ
な
が
る
も
の
と

期
待
す
る
。

�

（
八
木
）

反
対
討
論

賛
成
討
論

※
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

　

製
品
や
サ
ー
ビ
ス
、
事
業
に
つ
い
て
提
案
を
求

め
、
提
案
内
容
の
ほ
か
、
方
針
、
実
施
体
制
、
実

績
な
ど
も
含
め
、
総
合
的
に
優
れ
て
い
る
企
業
を

選
定
す
る
方
法
。
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県支出金　31億 2027万円　75.7%

保険給付費　30億 7745万円　74.7%

保険税
7億 5796万円
18.4%

県への納付金
9億 3421万円
22.7%

　
　
４
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

�

41
億
２
１
３
４
万
円　
　

　

国
保
世
帯
見
込
数　

４
８
４
４
世
帯
（
前
年
度
４
８
８
３
世
帯
）

　

被
保
険
者
見
込
数　

７
７
２
３
人
（
前
年
度
７
８
７
７
人
）

繰入金　2億 3840万円　5.8%

保健事業費　6524万円　1.6%

その他　471万円　0.1%

その他　4444万円　1.0%

歳入

歳出
未
就
学
児
の
国
保
税
を
減
額

全会一致
可決

特
定
健
診
受
診
は
ど
の
よ
う
に
周
知

し
て
い
る
か
。

受
診
勧
奨
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ

な
場
面
を
利
用
し
て
、
広
報
、
周
知

を
行
っ
て
お
り
、
特
徴
的
な
取
組
と

し
て
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
Ａ
Ｉ
を

使
っ
た
受
診
勧
奨
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
個
人
毎
の
過
去
の
受
診
実
績

な
ど
に
応
じ
て
勧
奨
の
文
面
を
変
え

て
、
そ
の
人
に
あ
っ
た
勧
奨
を
行
っ

て
い
る
。

ＱＡ

次
期
事
業
計
画
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
対
象
者
は
。

２
種
類
実
施
す
る
予
定
に
し
て
い
る
。

一
つ
目
は
65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定

な
ど
を
受
け
て
い
な
い
１
２
０
０
人
。

二
つ
目
は
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
８
０
０
人
で
あ
る
。

介
護
予
防
事
業
の
め
だ
か
85
や
、
お

元
気
ク
ラ
ブ
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
な

ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
は

な
か
っ
た
の
か
。

施
設
の
利
用
自
粛
期
間
は
、
集
合
し

て
の
開
催
は
し
て
い
な
い
が
、
介
護

予
防
資
料
の
送
付
や
電
話
に
よ
る
代

替
開
催
の
対
応
を
行
っ
た
。

ＱＡＱＡ

　

制
度
改
正
に
よ
り
、
未
就
学
児
に
つ

い
て
は
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担

軽
減
の
観
点
か
ら
、
令
和
４
年
度
よ
り

国
民
健
康
保
険
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

主
な
質
疑

主
な
質
疑

保
険
料
約
７・２
％

引
き
上
げ

介
護
予
防
事
業

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
は

被
保
険
者
見
込
数　

５
５
２
０
人

（
前
年
度
５
２
０
３
人
）

被
保
険
者
見
込
数　

１
万
１
３
５
９
人

（
前
年
度
１
万
１
２
３
５
人
）

可決
賛成12：反対２

全会一致
可決

４
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

�

６
億
１
０
２
５
万
円

４
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

　

�

29
億
５
３
４
５
万
円

保
険
料
引
き
上
げ
が
続
い
て
い
る

制
度
維
持
の
た
め
致
し
方
な
い

　

高
齢
者
が
増
え
る
ほ
ど
、
ま
た
、
医

療
費
が
増
え
る
ほ
ど
、
被
保
険
者
の
負

担
が
増
え
る
制
度
設
計
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
も
見
直
し
の
度
に
保
険

料
の
引
き
上
げ
が
続
い
て
い
る
。

�

（
堤
）

　

保
険
料
の
引
き
上
げ
や
窓
口
負
担
が

見
直
さ
れ
、
被
保
険
者
の
負
担
が
増
え

大
変
厳
し
い
が
、
制
度
維
持
の
た
め
に

は
致
し
方
な
い
。

�

（
竹
中
）

反
対
討
論

賛
成
討
論
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４
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算

４
年
度
下
水
道
事
業
会
計
予
算

時
間
外
手
当
が
増
え
て
い
る
。
職
員

数
を
減
ら
し
た
弊
害
で
は
な
い
の
か
。

職
員
で
な
い
と
で
き
な
い
作
業
も
あ

り
、
負
担
は
か
か
っ
て
い
る
の
が
実

情
で
あ
る
。

第
１
浄
水
場
（
嬉
里
郷
）
は
最
終
的

に
更
地
に
す
る
の
か
。
ま
た
、
時
期

は
い
つ
頃
か
。

利
用
が
な
け
れ
ば
更
地
に
す
る
。
時

期
は
、
早
く
て
令
和
10
年
頃
に
な
る
。

ＱＡＱＡ

観
光
客
を
呼
ぶ
方
策
と
し
て
デ
ザ
イ
ン

マ
ン
ホ
ー
ル
の
検
討
は
し
な
い
の
か
。

令
和
４
年
度
に
１
６
５
万
円
を
予
算

計
上
し
て
い
る
。

ＱＡ

新
浄
水
場

長
崎
市
と
検
討

浄
化
セ
ン
タ
ー
施
設
の

長
寿
命
化
を
図
る

全会一致
可決

全会一致
可決

高
田
南
土
地
区
画
整
理
事
業

一
括
施
工
３
年
目
に
む
け
て

　
４
年
度
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
予
算12

億
２
５
１
４
万
円　

可決
賛成12：反対2令

和
３
年
度
繰
越
費
用
で
行
う

工
事
内
容
は
何
か
。

一
括
施
工
区
域
の
４
工
区
・
５

工
区
の
切
り
土
お
よ
び
盛
り
土

を
行
う
。

切
り
土
お
よ
び
盛
り
土
の
工
事

終
了
の
時
期
は
い
つ
か
。

令
和
４
年
10
月
頃
の
予
定
で
あ

る
。

今
後
、
単
独
事
業
の
割
合
が
多

く
な
る
よ
う
だ
が
そ
の
理
由
は

何
か
。

令
和
２
年
度
以
降
、
積
極
的
に

補
助
金
を
活
用
し
前
倒
し
で

行
っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
４

年
度
以
降
は
単
独
費
が
増
え
て

く
る
。

ＱＡＱＡＱＡ

財
源
が
優
先
さ
れ
て
い
る

事
業
の
進
捗
が
見
え
て
き
た

　

令
和
４
年
度
も
多
く
の
財
源

を
注
ぎ
込
む
予
算
と
な
っ
て
い

る
。
行
政
は
、
住
民
の
福
祉
の

向
上
を
目
的
と
す
る
施
策
を
検

討
し
取
り
組
む
責
任
が
あ
る
。

本
事
業
へ
財
源
が
優
先
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
反
対
で
あ
る
。

�

（
河
野
）

　

本
事
業
は
30
数
年
が
経
過
し
、

令
和
３
年
度
に
は
一
部
の
宅
地

造
成
が
完
了
し
、
よ
う
や
く
事

業
の
進
捗
が
よ
り
目
に
見
え
る

形
と
な
っ
て
き
た
。
６
年
度
の

事
業
完
成
に
向
け
着
実
に
進
め

る
こ
と
を
望
む
。�

（
西
田
）

反
対
討
論

賛
成
討
論

収益的収支…主に維持管理の関係　収入＝使用料、負担金　支出＝維持管理費、人件費
資本的収支…主に設備投資の関係　収入＝補助金、借入金　支出＝事業費、償還金

用　語
解　説

収 益 的 収 入 ８億 1,902 万円

収 益 的 支 出 7 億 2,774 万円

資 本 的 収 入 ２億 1,738 万円

資 本 的 支 出 3 億 4,644 万円

給 水 戸 数 15,987 戸

年 間 給 水 量 372 万 9,741㎥

１日平均給水量 10,218㎥

収 益 的 収 入 10 億 1,922 万円

収 益 的 支 出 9 億 3,464 万円

資 本 的 収 入 3 億 7,964 万円

資 本 的 支 出 6 億 4,551 万円

水 洗 化 戸 数 16,020 戸

年 間 排 水 量 379 万 1,120㎥

１日平均排水量 10,387㎥

主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
質
疑

長崎市のデザインマンホール
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３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
13
号
）

　

既
定
の
予
算
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
６
３
４
万
円
を
減
額
し
、
総
額
１
６
１
億
９
２
６
７
万
円
と
し
ま
し
た
。

消
防
浜
田
出
張
所
に
搬
送
用
ア
イ
ソ
レ
ー
タ
導
入
へ

全会一致
可決

感染症患者の搬送に使用するアイソレータ

交
通
安
全
対
策
費
の
工
事
費
は
な
ぜ

減
額
す
る
の
か
。

高
田
南
土
地
区
画
整
理
地
内
に
設
置

す
る
防
犯
灯
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
対

象
で
、
有
利
な
財
源
で
あ
る
交
付
金

を
活
用
す
る
た
め
の
計
上
で
あ
る
。

ＱＡ

教
育
振
興
基
金
に
一
億
円
を
積
み
立

て
る
よ
う
だ
が
、
基
金
の
残
高
は
ど

の
位
か
。

３
年
度
末
で
４
億
９
７
０
０
万
円
で

あ
る
。

図
書
館
建
設
に
向
け
て
目
標
金
額
が

あ
る
の
か
。

予
定
し
て
い
る
額
は
な
い
。

ＱＡＱＡ

主
な
質
疑

高
田
南
防
犯
灯
に
交
付
金
活
用

電
子
図
書
館
資
料
８
０
０
冊
の
内
訳

は
。

買
い
切
り
型
を
６
５
０
冊
、
期
間
限

定
型
を
１
５
０
冊
予
定
し
て
い
る
。

ＱＡ 電

子

図

書

館

増

冊

教

育

振

興

基

金

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
支

給
事
業
の
３
０
０
万
円
は
何
を
想
定
し

て
の
次
年
度
へ
の
繰
り
越
し
な
の
か
。

令
和
４
年
３
月
中
に
出
産
し
、
４
月

に
出
生
届
を
提
出
し
た
時
に
申
請
し

た
人
を
対
象
に
考
え
て
い
る
。

ＱＡ 子
育
て
世
帯
へ
の
特
別
給
付
金

軍
事
侵
攻
の

早
期
終
結
を
願
っ
て

全会一致
可決

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍

事
侵
攻
に
対
す
る
抗
議
の
決
議
を
全
会

一
致
で
可
決
し
、
ロ
シ
ア
大
使
館
へ
送

付
し
ま
し
た
。

電子図書館トップページ

　

２
月
24
日
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
は
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
の
重
大
な
主
権
侵
害
で
あ

る
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
武
力
に
よ

る
一
方
的
な
現
状
変
更
は
明
ら
か
に
国

連
憲
章
に
違
反
す
る
行
為
で
あ
り
、
国

際
社
会
の
平
和
と
安
全
、
秩
序
を
著
し

く
脅
か
す
暴
挙
と
し
て
断
じ
て
許
す
こ

と
は
で
き
な
い
。

　

ま
た
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
今
回
の

軍
事
侵
攻
に
際
し
、
核
兵
器
の
使
用
を

示
唆
す
る
発
言
を
し
た
。
先
の
大
戦
で

原
爆
に
よ
っ
て
凄
惨
な
被
害
を
被
っ
た

本
町
は
、
そ
の
当
事
者
と
し
て
「
平
和

で
安
全
な
町
」
を
宣
言
し
、
核
兵
器
の

す
み
や
か
な
廃
絶
と
、
紛
争
と
戦
争
の

な
い
世
界
の
実
現
を
訴
え
続
け
て
お
り
、

核
兵
器
の
使
用
を
示
唆
す
る
発
言
や
核

兵
器
を
背
景
と
し
た
武
力
行
使
を
看
過

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

長
与
町
議
会
は
、
核
の
脅
威
を
背
景

と
し
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

の
軍
事
侵
攻
と
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
発

言
に
対
し
て
厳
重
に
抗
議
す
る
と
と
も

に
、
ロ
シ
ア
軍
を
完
全
か
つ
無
条
件
で

即
座
に
撤
退
さ
せ
、
国
際
法
に
基
づ
く

誠
意
を
持
っ
た
対
応
に
よ
っ
て
平
和
的

解
決
を
図
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。
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人
事
案
件

　

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
全
会
一
致

で
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

▼
委
員　

北き
た
じ
ま島　

宏ひ
ろ
ま
さ昌 

氏
（
長
崎
市
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任

 

訃
　
報

　

吉
岡
清
彦
議
員
（
８
期
目
・
無
所
属
）

が
令
和
４
年
１
月
22
日
に
80
歳
で
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。

　

吉
岡
議
員
は
、
平
成
３
年
の
初
当
選

以
来
、
総
務
常
任
委
員
長
や
議
会
運
営

委
員
長
を
歴
任
さ
れ
、
本
町
の
発
展
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

敬
老
祝
金　
77
歳
廃
止　
100
歳
３
万
円
減
額
へ

可決
賛成10：反対4

　

町
が
70
歳
以
上
の
町
民
を
対
象
と
す
る

交
通
費
・
健
康
づ
く
り
助
成
事
業
の
拡
充

に
伴
い
、
敬
老
祝
金
の
減
額
を
行
う
も
の

で
す
。
付
託
を
さ
れ
た
総
務
厚
生
常
任
委

員
会
で
は
、
100
歳
の
減
額
を
行
わ
な
い
修

正
案
も
出
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
会
審
査
の

結
果
、
原
案
・
修
正
案
共
に
否
決
で
し
た
が
、

本
会
議
で
は
原
案
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

敬
老
祝
金
支
給
条
例
の
改
正

改正前 改正後

77 歳   5,000 円 廃止
88 歳 20,000 円   20,000 円
100 歳 80,000 円 50,000 円

改正前 改正後
70 歳以上の

全町民 1,500 円 2,500 円

※変更なし

敬
老
祝
金
と
交
通
・
健
康
づ
く
り
助

成
事
業
は
関
係
が
あ
る
の
か
。

全
く
別
の
事
業
だ
が
、
高
齢
者
に
関

す
る
事
業
と
し
て
総
合
的
に
見
直
し

を
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

敬
老
祝
金
の
額
が
時
津
町
よ
り
は
る

か
に
低
い
。
理
由
は
何
か
。

祝
金
は
減
額
だ
が
、
高
齢
者
事
業
は

全
体
的
に
増
額
し
て
い
る
こ
と
で
理

解
を
し
て
欲
し
い
。

住
民
の
声
を
聴
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

平
成
30
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
参

考
と
し
て
い
る
。
説
明
は
今
後
も
続

け
て
い
き
た
い
。

ＱＡＱＡＱＡ 主
な
質
疑

交通費・健康づくり助成事業（年額）

敬老祝金支給事業（年額）

　

長
年
社
会
に
貢
献
し
て
き
た
人
に
感

謝
の
意
思
を
表
明
す
る
制
度
だ
。

�

（
堤
）

　

賛
成
し
な
け
れ
ば
助
成
事
業
が
で
き

な
い
な
ど
言
語
道
断
で
あ
る
。

�

（
安
部
）

　

助
成
事
業
を
拡
充
す
る
方
が
広
く
公

益
性
と
合
理
性
が
あ
る
。�

（
八
木
）

　

全
体
で
高
齢
者
政
策
の
ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
が
な
さ
れ
る
と
考
え
る
。�

（
西
岡
）

　

町
長
の
改
正
に
対
す
る
思
い
、
決
意

を
聞
き
感
動
を
覚
え
た
。�

（
岩
永
）

　

修
正
案
が
叶
わ
な
か
っ
た
以
上
、
原

案
否
決
は
現
実
的
で
は
な
い
。�（
安
藤
）

　

高
齢
者
に
対
す
る
お
祝
い
の
気
持
ち

が
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。�

（
中
村
）

　

健
康
寿
命
の
延
伸
を
期
待
。

�

（
金
子
・
松
林
）

反
対
討
論

賛
成
討
論

お
詫
び
と
訂
正

　

１
８
０
号
12
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り

ま
し
た
松
林
敏
議
員
の
一
般
質
問
記
事
に

「
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
が
令
和
６
年
度
か
ら

導
入
さ
れ
る
の
で
」
と
あ
り
ま
す
が
、
正

し
く
は
「
令
和
６
年
度
か
ら
の
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
の
本
格
的
な
導
入
を
目
指
す
に
当

た
っ
て
」
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。



令和４年第１回定例会の議案および議決結果
議案番号 議　　案 審議結果

第１号 令和３年度長与町一般会計補正予算（第 11 号）の専決処分の承認を求めることについて 承認（全会一致）

第２号 令和３年度長与町一般会計補正予算（第 12 号）の専決処分の承認を求めることについて 承認（全会一致）

第３号 長与町企業立地促進助成条例 可決

第４号 長与町職員等の旅費支給条例の一部を改正する条例 可決（全会一致）

第５号 長与町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可決（全会一致）

第６号 長与町分担金徴収条例の一部を改正する条例 可決（全会一致）

第７号 長与町敬老祝金支給条例の一部を改正する条例 可決

第８号 長与町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 可決（全会一致）

第９号 長与町消防団員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 可決（全会一致）

第１０号 町道路線の廃止について 可決（全会一致）

第１１号 町道路線の認定について 可決（全会一致）

第１２号 令和３年度長与町一般会計補正予算（第 13 号） 可決（全会一致）

第１３号 令和３年度長与町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 可決（全会一致）

第１４号 令和３年度長与町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 可決（全会一致）

第１５号 令和３年度長与町介護保険特別会計補正予算（第３号） 可決（全会一致）

第１６号 令和３年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号） 可決（全会一致）

第１７号 令和４年度長与町一般会計予算 可決

第１８号 令和４年度長与町駐車場事業特別会計予算 可決（全会一致）

第１９号 令和４年度長与町国民健康保険特別会計予算 可決（全会一致）

第２０号 令和４年度長与町後期高齢者医療特別会計予算 可決

第２１号 令和４年度長与町介護保険特別会計予算 可決（全会一致）

第２２号 令和４年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特別会計予算 可決

第２３号 令和４年度長与町水道事業会計予算 可決（全会一致）

第２４号 令和４年度長与町下水道事業会計予算 可決（全会一致）

第２５号 長与町固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意（全会一致）

第２６号 令和４年度長与町一般会計補正予算（第１号） 可決（全会一致）

発委１号 ロシアによるウクライナ侵攻に対し厳重に抗議する決議 可決（全会一致）

賛否が分かれた議案（〇賛成　▼反対　■棄権　◆除斥　―欠席）　議長は原則採決に加わらないため※で表示

議案番号

八
木
　
亮
三

松
林
　
　
敏

西
田
　
　
健

浦
川
　
圭
一

中
村
　
美
穂

安
部
　
　
都

内
村
　
博
法

安
藤
　
克
彦

金
子
　
　
恵

岩
永
　
政
則

堤
　
　
理
志

河
野
　
龍
二

竹
中
　
　
悟

西
岡
　
克
之

山
口
憲
一
郎

審議結果

第 ３ 号 〇 ▼ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※ 可決

第 ７ 号 〇 〇 〇 〇 〇 ▼ ▼ 〇 〇 〇 ▼ ▼ 〇 〇 ※ 可決

第１７号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ▼ 〇 〇 〇 ▼ ▼ 〇 〇 ※ 可決

第２０号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ▼ ▼ 〇 〇 ※ 可決
第２２号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ▼ ▼ 〇 〇 ※ 可決

■棄権：議員自らの意思により表決に参加しないこと。　◆除斥：議員は自らに利害関係のある事件の議事に参与することができないこと。
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一般質問の動画にリンクしたＱＲコードを掲載しております。ぜひご覧ください。掲載ページ

一 般 質 問

10 岩　永　政　則 議員
① 令和３年度重要施策の実行状況と今後の対応について
② 農業委員会の施政方針と農地行政の適正化について
③ 教育委員会の教育方針と主な施策の基本的な考え方について

11 八　木　亮　三 議員
① 投票率アップのための取組について
② 三彩橋付近の護岸の亀裂の影響について

12 内　村　博　法 議員
① 本町の地球温暖化防止活動について
② 学校のタブレット端末について

13 金　子　　　恵 議員 ① 教育行政について

14 西　岡　克　之 議員
① ごみ行政について
② 特定健診について

15 堤　　　理　志 議員 ① まち・ひと・しごと創生総合戦略について

16 西　田　　　健 議員 ① 町の将来を見据えたまちづくりについて

17 河　野　龍　二 議員
① ＪＲ駅の業務縮小について
② 高齢者交通費・健康づくり助成事業について

18 安　部　　　都 議員 ① 学校給食の無償化と有機栽培・オーガニック給食の導入について

19 中　村　美　穂 議員
① イメージキャラクターミックンの活用について
② ギガスクール構想導入の現状について

10人が問う

一 般 質 問
質問は、行財政全般にわたって議員主導の政策論議をするもので、議
員も執行側も十分な準備を必要とすることから、事前通告制です。
制限時間６０分の範囲内で、一問一答制をとっています。

一 般 質 問
の 記 事

質問した議員が実際のやりとりの範囲内で執筆したものです。
原稿は、原則として１０００文字以内に要約したもので、原文を尊重
して掲載しています。

会議録の閲覧
会議録は、長与町図書館、長与北部地区多目的研修集会施設、高田地区
公民館、上長与地区公民館、長与町議会ホームページで閲覧できます。

会 議 の
中 継・ 配 信

本会議の模様を、ユーチューブでライブ配信・録画配信しています。
ご自宅のパソコンやタブレットなどからもご覧になれます。
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■	

議
員　

移
住
定
住
に
よ
る
１

年
間
の
人
口
増
加
は
何
人
か
。

■	

町
長　
９
世
帯
14
人
で
あ
る
。

■	

議
員　

本
町
の
人
口
増
加
の

要
因
は
、
住
宅
団
地
開
発
に
よ
る

社
会
増
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
て
市
街
化
調
整
区
域
を
市
街
化

区
域
に
編
入
し
、
新
た
な
市
街
地

の
形
成
を
行
い
、
人
口
増
加
を
図

る
考
え
は
な
い
か
。

■	

町
長　

人
口
減
少
が
予
想
さ

れ
る
中
、
新
た
な
市
街
地
の
形
成

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
市
街

化
区
域
へ
の
編
入
は
厳
し
い
も
の

と
考
え
て
い
る
。
市
街
化
調
整
区

域
で
あ
る
東
・
西
高
田
地
区
、
斉

藤
地
区
、
三
根
地
区
は
市
街
化
を

抑
制
す
べ
き
区
域
で
あ
り
、
開
発

行
為
は
県
の
許
可
が
必
要
と
な
る
。

詳
細
な
検
討
を
行
い
、
慎
重
な
判

断
が
必
要
で
あ
る
。

■	

議
員　

新
図
書
館
建
設
の
た

め
に
準
備
室
を
設
置
す
る
と
の
表

明
が
あ
っ
た
が
、
ど
こ
に
ど
の
よ

う
な
規
模
で
設
置
す
る
の
か
。

■	

議
員　

役
場
の
駐
車
場
が
狭

い
と
の
指
摘
が
あ
る
。
現
在
何
台

の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
の
か
。

■	

町
長　

来
客
用
と
し
て
69
台
、

障
害
者
専
用
４
台
の
73
台
（
※
）。

■	

議
員　

公
用
車
庫
と
隣
地
を

含
め
、
立
体
的
な
駐
車
場
に
改
築

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

■	
町
長　

議
員
指
摘
の
と
お
り

不
便
を
か
け
て
い
る
。
立
体
駐
車

場
に
つ
い
て
は
、
役
場
周
辺
の
土

地
の
状
況
を
踏
ま
え
、
利
活
用
を

研
究
し
て
い
き
た
い
。

■	

町
長　

令
和
４
年
度
か
ら
、

政
策
企
画
課
に
係
を
設
置
す
る
。

■	

議
員　

建
設
は
８
年
度
と
の

表
明
が
あ
っ
た
が
、
建
設
財
源
の

見
込
み
は
立
っ
た
の
か
。

■	

町
長　

教
育
振
興
基
金
や
町

債
の
活
用
を
主
と
し
て
検
討
し
て

い
る
。

■	

議
員　
水
道
の
新
浄
水
場
を
長

崎
市
と
共
同
整
備
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
時
津
町
は
メ
リ
ッ
ト
が
な

い
と
い
う
理
由
で
参
画
し
な
い
そ

う
だ
。
そ
れ
で
は
本
町
に
は
ど
の

よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

■	

町
長　

老
朽
化
し
て
い
る
本

町
の
第
１
浄
水
場
を
町
単
独
で
整

備
す
る
場
合
と
比
較
し
、
建
設
費

お
よ
び
維
持
管
理
費
が
安
価
で
済

む
。
ま
た
、
新
た
な
水
源
を
確
保

で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ

る
。
新
浄
水
場
共
同
整
備
を
進
め

る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
水
道
事

業
経
営
の
確
立
を
目
指
し
た
い
。

■	
議
員　

農
地
改
良
の
届
け
出

後
、
農
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

な
い
場
所
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
指

導
を
強
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

■	

農
業
委
員
会
会
長　

届
け
出

内
容
と
異
な
る
場
合
は
是
正
指
導

を
行
っ
て
い
る
。

■	

議
員　

本
町
の
い
じ
め
や
不

登
校
の
現
状
と
対
応
は
ど
う
か
。

■	

教
育
長　

い
じ
め
に
対
し
て

は
迅
速
・
丁
寧
に
初
期
対
応
を
行

う
と
共
に
、
必
要
に
応
じ
て
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
そ
の
後

も
継
続
し
て
見
守
る
な
ど
、
担
任

や
学
級
だ
け
で
な
く
、
学
校
全
体

で
組
織
的
に
対
応
し
て
い
る
。
不

登
校
に
つ
い
て
は
、
保
健
室
な
ど

別
室
へ
の
登
校
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
、
家
庭
支
援
、
適
応
指
導
教
室

な
ど
の
紹
介
を
行
っ
て
い
る
。

答 問
農
地
の
改
良
は

届
出
ど
お
り
の
利
用
を

届
出
と
異
な
る
場
合
は

指
導
し
て
い
る

答 問
学
校
で
の
い
じ
め
の

現
状
と
対
応
は

学
校
全
体
で
組
織
的
に

対
応
し
て
い
る

役場来客用駐車場を立体化に

周辺の土地の利活用を研究
岩
いわなが

永　政
まさのり

則 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

人

口

減

少

対

策

新

図

書

館

建

設

※
別
に
公
用
車
庫
が
27
台
あ
り
、

合
計
１
０
０
台
。

台数が少ない役場の駐車場
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回答

No.181　ながよ町議会だより　2022年（令和 4年）3月定例会

■	

議
員　

本
町
で
の
投
票
率
は

こ
の
10
～
15
年
ほ
ど
で
10
％
程
度

下
が
っ
て
い
る
。
選
挙
は
国
民
の

政
治
参
加
の
貴
重
な
機
会
で
あ

り
、
よ
り
多
く
の
町
民
の
意
思
を

町
政
に
反
映
す
る
た
め
に
も
投
票

率
を
上
げ
る
取
組
は
重
要
で
あ

る
。
本
町
の
取
組
に
は
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
か
。

■	

町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

北
陽
台
高
校
で
の
講
話
や
成
人
式

で
の
チ
ラ
シ
配
布
な
ど
の
啓
発
活

動
、
同
報
無
線
で
の
投
票
呼
び
か

け
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
周
知
活
動
な
ど

を
行
な
っ
て
い
る
。

■	

議
員　

候
補
者
選
び
の
情
報

源
で
あ
り
投
票
の
き
っ
か
け
に
も

な
る
選
挙
公
報
の
配
布
方
法
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

■	

委
員
長　

新
聞
折
り
込
み
の

他
、
役
場
な
ど
15
の
町
内
公
共
施

設
に
置
き
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
る
。

■	

議
員　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
は
効
果
的
だ
が
、
掲
載
を
周

知
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
投

票
所
入
場
券
に
掲
載
ペ
ー
ジ
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
印
刷
で
き
な
い
か
。

■	

総
務
課
長　

印
刷
ス
ペ
ー
ス

な
ど
に
工
夫
は
必
要
だ
が
、
有
効

な
手
段
だ
と
思
う
の
で
今
後
検
討

す
る
。

■	
議
員　

期
日
前
投
票
所
が
役

場
１
カ
所
だ
け
だ
が
、
も
っ
と
町

民
が
日
常
的
に
利
用
す
る
大
型

ス
ー
パ
ー
な
ど
を
投
票
所
に
で
き

な
い
か
。

■	

町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

交
通
の
利
便
性
な
ど
か
ら
役
場
に

し
て
い
る
が
、
投
票
率
が
低
下
す

る
中
、
投
票
し
や
す
い
環
境
整
備

は
必
要
な
の
で
検
証
は
し
た
い
。

■	

議
員　

投
票
所
か
ら
遠
く
、

車
も
な
い
高
齢
者
な
ど
の
た
め
に

移
動
投
票
所
は
導
入
で
き
な
い

か
。

■	

委
員
長　

人
員
の
確
保
や
導

入
の
有
効
性
な
ど
を
研
究
し
て
い

き
た
い
。

■	

議
員　

１
月
に
三
彩
橋
付
近

の
長
与
川
護
岸
に
大
き
な
亀
裂
が

入
り
町
民
が
不
安
と
不
便
を
感
じ

て
い
る
。
当
該
箇
所
の
長
与
川
の

水
を
抜
く
こ
と
で
県
に
よ
る
復
旧

が
早
ま
る
な
ら
ば
町
は
協
力
す
べ

き
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
状
況

か
。

■	

町
長　

水
中
コ
ン
ク
リ
ー
ト

な
ど
を
使
用
し
て
の
、
水
を
抜
か

ず
に
行
え
る
工
法
で
す
で
に
工
事

が
進
ん
で
い
る
。

■	

議
員　

亀
裂
の
原
因
の
一
つ

は
護
岸
の
老
朽
化
と
聞
い
て
い

る
。
す
ぐ
上
流
の
定
林
橋
の
側
道

橋
設
置
工
事
は
直
径
40
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
鋼
管
杭
を
両
岸
に
複

数
本
打
ち
込
む
工
法
だ
が
、
施
工

時
の
振
動
で
護
岸
が
破
損
し
な
い

か
な
ど
の
設
計
の
見
直
し
は
必
要

な
い
か
。

■	

町
長　

事
前
に
県
河
川
課
と

協
議
し
た
上
で
護
岸
に
極
力
影
響

の
な
い
工
法
を
採
用
し
て
い
る
の

で
見
直
し
は
行
わ
な
い
が
、
も
し

も
施
工
中
に
影
響
が
確
認
さ
れ
た

ら
県
と
連
携
し
対
応
す
る
。

■	

議
員　

護
岸
が
老
朽
化
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
な
ら
、
県
に
長

与
川
の
護
岸
全
体
の
点
検
を
要
望

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

■	

町
長　

今
回
の
被
災
を
受
け
、

す
で
に
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

答 問
側
道
橋
工
事
は

護
岸
に
影
響
し
な
い
か

影
響
の
な
い
工
法
を

採
用
し
て
い
る

入場券に選挙公報の QR コードを

有効だと思われるので検討する
八
や

木
ぎ

　亮
りょうぞう

三 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

投票所入場券こそ有権者に必ず行き渡る最も有効な選挙公報の周知手段

県による復旧工事が進む長与川護岸（斉藤郷）
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回答

2022年（令和 4年）3月定例会　ながよ町議会だより　No.181

■	

議
員　

海
に
放
流
し
て
い
る

下
水
道
処
理
水
の
資
源
有
効
活
用

の
検
討
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

■	

町
長　

下
水
道
処
理
水
は
、

年
間
３
８
０
万
立
方
メ
ー
ト
ル
程

発
生
し
、
そ
の
一
部
は
場
内
で
の

再
利
用
や
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
長
与

で
の
焼
却
炉
の
温
度
管
理
用
に
年

間
約
４
万
立
方
メ
ー
ト
ル
提
供
す

る
な
ど
、
有
効
利
用
を
図
っ
て
い

る
。
ま
た
、
希
望
者
に
は
、
渇
水

■	

議
員　

昨
年
３
月
の
「
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
長
与
」宣
言
後
、

１
年
経
過
し
て
い
る
が
、長
崎
市
、

時
津
町
と
の
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
の
共
同
策
定
の
進
捗
状
況

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

■	

町
長　

本
町
か
ら
排
出
さ
れ

た
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
算
定

お
よ
び
排
出
状
況
な
ど
、
各
種
数

値
の
算
定
調
査
分
析
業
務
が
完
了

し
、
令
和
４
年
度
の
策
定
へ
向
け

て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

時
に
お
け
る
畑
な
ど
へ
の
散
水
用

と
し
て
の
提
供
な
ど
も
行
っ
て
い

る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
大
村
湾

に
放
流
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

今
後
は
、
処
理
水
再
利
用
の
社
会

的
意
義
や
効
率
的
な
水
循
環
を
考

え
、
費
用
対
効
果
な
ど
を
勘
案
し

な
が
ら
調
査
研
究
し
て
い
く
。

■	

議
員　

学
校
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
家
庭
内
で
盗
難
、
紛
失
、

破
損
し
た
場
合
の
費
用
負
担
は
ど

う
な
る
の
か
。
ま
た
、
家
庭
内
で

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
や
情
報

モ
ラ
ル
教
育
は
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
る
の
か
。

■	

教
育
長　

家
庭
内
で
の
盗
難
、

紛
失
、
破
損
に
つ
い
て
は
、
長
与

町
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
の
学
習
活
用
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
よ
り
、
そ
の
費
用
を
保

護
者
が
負
担
す
る
よ
う
に
取
り
決

め
て
い
る
。
ま
た
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
対
策
や
モ
ラ
ル
教
育
に
つ

い
て
も
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

中
で
、
保
管
の
仕
方
や
、
安
全
な

使
用
並
び
に
使
用
制
限
に
つ
い

て
、
児
童
生
徒
お
よ
び
保
護
者
に

示
し
て
い
る
。

■	

議
員　

現
在
、
教
職
員
は
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
や
コ
ロ
ナ
感

染
対
策
、
さ
ら
に
は
タ
ブ
レ
ッ
ト

導
入
な
ど
、
大
変
多
忙
と
思
わ
れ

る
。
教
職
員
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
含
む

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
体
制
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

■	

教
育
長　

県
か
ら
配
置
さ
れ

て
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
が
、
長
与

中
学
校
を
拠
点
に
各
校
を
巡
回

し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
の
援
助
を

行
っ
て
い
る
。主
な
業
務
内
容
は
、

機
器
の
設
定
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、

機
器
使
用
に
係
る
教
員
お
よ
び
児

童
生
徒
へ
の
操
作
支
援
に
な
る
。

令
和
４
年
度
か
ら
は
、
町
に
お
い

て
も
教
育
委
員
会
常
駐
の
支
援
員

１
名
を
配
置
す
る
た
め
の
予
算
を

計
上
し
て
い
る
。
県
に
お
い
て
支

援
員
の
加
配
措
置
が
４
年
度
も
な

さ
れ
た
場
合
は
、
県
と
町
の
支
援

員
の
２
名
体
制
と
な
る
。

答 問
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
く
体
制
は

４
年
度
か
ら
支
援
員

２
名
体
制
と
な
る

海に放流されている下水道処理水の活用を急げ
（長与浄化センター）

地球温暖化対策実行計画の進捗は

４年度の策定へ向けて現在準備中
内
うちむら

村　博
ひろのり

法 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。



13

回答

No.181　ながよ町議会だより　2022年（令和 4年）3月定例会

■	

理
事　
文
部
科
学
省
、
ス
ポ
ー

ツ
庁
は
基
本
的
に
は
受
益
者
負
担

と
い
う
発
想
で
あ
る
。
そ
の
中
で

困
窮
家
庭
な
ど
へ
の
対
応
は
一
定

必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
、
受
皿
を
担
う
団
体
に
対
し
て

は
検
討
し
て
い
る
が
厳
し
い
状
況

に
あ
る
。

■	

議
員　

町
第
２
期
教
育
振
興

基
本
計
画
は
第
10
次
総
合
計
画
の

教
育
部
分
を
担
っ
て
い
る
。
こ
の

計
画
を
推
進
す
る
た
め
の
ビ
ジ
ョ

ン
、
未
来
像
は
何
か
。

■	

教
育
次
長　

国
際
化
へ
の
対

応
、ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
５
・０（
※
１
）

の
実
現
に
向
け
て
の
急
速
な
技
術

革
新
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
組
な
ど

社
会
状
況
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
る
中
で
、
子
ど
も
た
ち
が

生
き
抜
く
た
め
の
必
要
な
力
を
身

に
つ
け
、
活
躍
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
、
教
育
が
果
た
す
役
割

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

■	

議
員　

計
画
の
中
の
家
庭
教

育
学
級
の
具
体
的
な
内
容
は
何

か
。
ま
た
、
令
和
元
年
度
の
実
績

３
回
に
対
し
７
年
度
の
目
標
値
が

24
回
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
根

拠
は
何
か
。

■	

生
涯
学
習
課
長　

子
ど
も
の

教
育
の
原
点
は
家
庭
に
あ
る
と
い

う
こ
と
を
再
認
識
し
て
も
ら
う
た

め
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
適
切
な

対
応
に
つ
い
て
学
習
を
深
め
る
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
小
中
学
校
の

保
護
者
を
中
心
に
開
催
し
て
い
た

が
、
現
在
は
乳
幼
児
の
段
階
か
ら

基
礎
を
培
う
と
い
う
観
点
か
ら
保

育
園
幼
稚
園
な
ど
で
も
年
１
回
以

上
の
実
施
を
お
願
い
し
て
い
る
。

■	

議
員　

大
村
湾
を
生
か
し
た

海
洋
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
と
は
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
計
画
し

て
い
る
の
か
。

■	

課
長　

ペ
ー
ロ
ン
大
会
に
対

す
る
支
援
、
長
与
港
で
の
ア
ク
ア

ス
ロ
ン
大
会
に
対
す
る
支
援
、
潮

井
崎
海
岸
で
の
Ｓ
Ｕ
Ｐ
（
※
２
）

体
験
事
業
の
開
催
を
計
画
し
て
い

る
。

■	

議
員　

教
員
の
働
き
方
改
革

の
一
環
と
し
て
文
部
科
学
省
か
ら

土
日
の
部
活
動
地
域
移
行
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
本
町
の
現
状
と
今

後
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

■	

教
育
長　

長
与
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
に
再
委
託
し
、
長
与
中
学
校

卓
球
部
を
中
心
に
先
行
実
施
を
行

う
と
と
も
に
、
他
の
部
活
動
へ
の

普
及
を
目
指
し
て
い
る
。
地
域
移

行
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と

が
先
決
で
あ
り
、
移
行
の
際
の
受

け
皿
や
指
導
者
確
保
、
指
導
者
へ

の
謝
金
、
ス
ポ
ー
ツ
機
会
の
公
正

な
提
供
な
ど
課
題
は
山
積
し
て
い

る
。
今
後
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
示
す

令
和
５
年
度
か
ら
を
一
つ
の
め
ど

と
し
て
可
能
な
と
こ
ろ
か
ら
進
め

て
い
く
。

■	

議
員　
４
年
度
の
地
域
運
動
部

活
動
事
業
に
約
１
０
０
万
円
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
内
訳
は
何
か
。

■	

教
育
委
員
会
理
事　

基
本
的

に
は
再
委
託
に
係
る
指
導
者
謝

金
、
町
地
域
部
活
動
推
進
委
員
会

参
加
者
へ
の
謝
金
で
あ
る
。

■	

議
員　

受
け
皿
と
し
て
長
与

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
委
託
と
の
こ

と
だ
が
、
継
続
的
に
運
営
す
る
た

め
に
は
予
算
措
置
が
必
要
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
の
か
。

どうなる　土日の部活動地域移行

５年度をめどに進めていく
金
かね

子
こ

　 恵
めぐみ

 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

部
活
動
の
地
域
移
行

※
１　

ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
５
・
０

　

サ
イ
バ
ー
空
間
と
フ
ィ
ジ
カ
ル

空
間
を
高
度
に
融
合
さ
せ
た
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
、
経
済
発
展
と
社
会

的
課
題
の
解
決
を
両
立
す
る
、
人

間
中
心
の
社
会
。

※
２　

Ｓ
Ｕ
Ｐ

　

サ
ッ
プ
。
ボ
ー
ド
の
上
に
立
ち
、

１
本
の
パ
ド
ル
で
左
右
を
交
互
に

漕
ぎ
、
水
面
を
進
む
ウ
ォ
ー
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
。

土日の部活動
誰もが参加しやすい仕組みづくりを！！
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■	

議
員　

本
町
で
は
こ
れ
ま
で

粗
大
ご
み
を
無
償
で
処
理
し
て
き

た
が
、新
年
度
よ
り
有
償
と
な
る
。

そ
こ
で
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
が

考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
粗
大
ご
み

の
定
義
は
何
か
。
ま
た
、
出
し
方

は
ど
う
変
わ
る
の
か
。

■	
町
長　

長
さ
１
メ
ー
ト
ル
以

下
か
つ
重
さ
30
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下

は
料
金
が
１
個
に
つ
き
５
５
０

円
、
１
メ
ー
ト
ル
を
超
え
２
メ
ー

ト
ル
未
満
ま
た
は
30
キ
ロ
グ
ラ
ム

を
超
え
60
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
は

１
１
０
０
円
と
な
る
。
１
世
帯
あ

た
り
１
日
２
個
ま
で
出
せ
る
。
排

出
方
法
に
つ
い
て
は
、
電
話
か
住

民
環
境
課
窓
口
で
申
し
込
み
を

し
、
排
出
日
と
排
出
場
所
を
決
め

る
。
次
に
処
理
券
を
購
入
し
、
粗

大
ご
み
に
貼
っ
て
も
ら
い
、
指
定

さ
れ
た
日
時
・
場
所
に
粗
大
ご
み

を
排
出
し
て
も
ら
う
。

■	

議
員　
自
宅
玄
関
前
な
ど
に
出

す
よ
う
に
求
め
て
い
る
が
、
可
能

な
人
ば
か
り
で
は
な
い
と
考
え
る
。

例
え
ば
、
一
人
暮
ら
し
の
非
力
な

高
齢
者
に
つ
い
て
は
ど
う
対
応
す

な
る
の
か
。

■	

町
長　

月
２
回
、
現
在
と
同

様
の
排
出
方
法
で
出
し
て
も
ら
う

こ
と
に
な
る
。
内
容
を
分
か
り
や

す
く
丁
寧
に
説
明
し
、
周
知
し
て

い
く
。

■	

議
員　

特
定
健
診
の
実
績
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

■	

町
長　

当
初
の
受
診
率
は

20
％
台
だ
っ
た
が
徐
々
に
向
上

し
、
近
年
50
％
弱
に
ま
で
上
昇
し

た
。

■	

議
員　

腎
機
能
の
低
下
が
み

ら
れ
る
住
民
に
対
し
て
Ａ
Ｂ
Ｉ
検

査
（
※
）
を
受
診
す
る
よ
う
勧
め

て
い
る
自
治
体
が
あ
る
が
、
本
町

で
は
ど
う
か
。

■	

健
康
保
険
課
長　

本
町
で
は

重
症
化
予
防
事
業
で
対
応
し
て
お

り
、
Ａ
Ｂ
Ｉ
検
査
を
導
入
す
る
予

定
は
な
い
。

る
の
か
。
処
理
券
の
販
売
所
は
役

場
、
ま
た
は
最
寄
り
の
町
指
定
施

設
と
な
っ
て
い
る
。
高
齢
者
、
社

会
的
弱
者
に
は
か
な
り
の
負
担
に

な
る
と
思
う
が
ど
う
考
え
る
か
。

■	

住
民
環
境
課
長　

高
齢
者
へ

の
対
応
は
今
ま
で
親
族
や
近
隣
の

人
、
自
治
会
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
対

応
し
て
も
ら
う
な
ど
、
現
状
は
協

力
を
仰
ぐ
し
か
な
い
。
処
理
券
の

販
売
先
は
、
今
後
金
融
機
関
な
ど

も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

■	

議
員　

社
会
的
弱
者
へ
の
料

金
軽
減
措
置
な
ど
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。
ま
た
、
有
償
化
に
よ
り
不

法
投
棄
の
増
加
が
考
え
ら
れ
る

が
、対
策
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

■	
町
長　

料
金
の
軽
減
措
置
は

現
在
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
研

究
・
検
討
し
て
い
く
。
不
法
投
棄

に
つ
い
て
は
、
担
当
課
、
警
察
、

郵
便
局
な
ど
関
係
機
関
の
常
時
パ

ト
ロ
ー
ル
、
不
法
投
棄
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
場
所
へ
の
看
板
設
置

や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ

て
啓
発
を
図
る
。

■	

議
員　

紙
ご
み
の
回
収
方
法

が
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
へ
と
移
行

す
る
が
、
出
し
方
は
ど
の
よ
う
に

答 問
特
定
健
診

現
在
の
実
績
は

徐
々
に
向
上
傾
向
で

あ
る

国保特定健診受診率等の推移（長与町健康保険課）

高
齢
者
に
は
負
担

粗大ごみの排出　高齢者には負担

処理券の販売方式など検討する
西
にし

岡
おか

　克
かつ

之
ゆき

 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

※
Ａ
Ｂ
Ｉ
検
査

　

足
の
血
管
の
狭
さ
な
ど
か
ら
、

糖
尿
病
の
リ
ス
ク
な
ど
を
測
定
す

る
も
の
。
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る
長
与
三
彩
を
復
活
さ
せ
、
県
内

の
窯
元
に
生
産
を
委
託
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
新
た
な
町
の
振
興

に
つ
な
が
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

■	

町
長　

今
後
、
長
与
焼
や
長

与
三
彩
の
調
査
が
進
み
、
方
向
性

な
ど
が
決
ま
れ
ば
、
新
た
な
人
の

流
れ
を
生
む
よ
う
な
起
爆
剤
と
な

る
よ
う
関
係
機
関
と
協
力
し
研
究

し
て
い
き
た
い
。

■	

議
員　

複
数
の
世
帯
か
ら
、

家
庭
の
経
済
状
況
や
私
生
活
に
関

す
る
情
報
が
近
所
に
広
ま
り
生
活

し
づ
ら
い
と
い
う
相
談
を
受
け
て

い
る
。
今
後
、
移
住
定
住
を
促
進

す
る
た
め
に
は
住
民
の
融
和
を
促

進
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
想
信
条
や

宗
教
な
ど
の
違
い
に
寛
容
な
町
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
町
と
し
て

自
治
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
さ
ま

ざ
ま
な
機
会
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ

の
留
意
や
人
に
や
さ
し
い
地
域
づ

く
り
を
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

■	

町
長　

町
の
将
来
像
と
し
て

人
と
人
の
つ
な
が
り
が
あ
る
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
掲
げ
て
い

る
の
で
、
親
睦
や
融
和
を
促
進
し

て
い
く
こ
と
は
大
変
重
要
で
あ

る
。
質
問
に
あ
っ
た
事
例
が
解
消

さ
れ
る
よ
う
な
地
域
社
会
を
目
指

し
、
周
知
に
努
め
た
い
。

■	

議
員　

役
場
窓
口
で
個
人
情

報
の
執し
つ
よ
う拗
な
要
求
な
ど
、
法
律
や

条
例
に
触
れ
る
請
求
が
続
く
ケ
ー

ス
を
想
定
し
、
対
策
を
講
じ
る
必

要
が
あ
る
。
個
人
情
報
の
保
護
と

役
場
職
員
の
円
滑
な
業
務
を
進
め

る
た
め
の
対
応
は
ど
う
か
。

■	

町
長　

個
人
情
報
を
要
求
す

る
人
へ
は
、
外
部
提
供
で
き
な
い

旨
を
説
明
し
理
解
を
求
め
て
い

る
。
し
か
し
、
不
当
な
要
求
が
続

く
場
合
に
は
、
危
機
管
理
専
門
員

を
活
用
し
、
庁
舎
内
で
連
携
し
、

毅
然
と
し
た
対
応
に
努
め
て
い

る
。

■	

議
員　

コ
ロ
ナ
禍
で
サ
ー
ビ

ス
業
を
中
心
に
厳
し
い
経
済
状
況

の
世
帯
が
増
加
し
て
い
る
。
子
ど

も
医
療
費
助
成
の
拡
大
は
子
育
て

支
援
に
取
り
組
む
町
と
し
て
の
イ

ン
パ
ク
ト
が
増
大
し
、
若
い
世
代

に
長
崎
市
近
郊
で
一
番
移
住
し
た

い
町
と
し
て
認
識
さ
れ
る
と
考
え

る
。
対
象
年
齢
を
高
校
生
ま
で
に

拡
大
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

か
。

■	

町
長　

令
和
４
年
度
は
子
育

て
環
境
整
備
や
妊
産
婦
へ
の
支
援

を
重
点
的
に
取
り
組
む
予
定
に
し

て
い
る
。
今
後
は
高
校
生
を
持
つ

家
庭
の
負
担
軽
減
も
研
究
を
進
め

て
い
く
。

■	

議
員　

コ
ロ
ナ
感
染
症
が
世

界
的
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
な
り
、
弱

い
立
場
の
人
を
直
撃
し
、
社
会
の

在
り
方
が
根
本
か
ら
問
わ
れ
、
地

方
で
心
豊
か
な
生
活
を
送
る
ス
タ

イ
ル
が
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
感

じ
る
。
コ
ロ
ナ
収
束
を
見
据
え
、

今
の
う
ち
に
地
域
お
こ
し
を
生
み

出
す
ア
イ
デ
ア
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。
幻
の
焼
き
物
と
い
わ
れ

医療費助成　高校生まで拡大を

研究を進めていく
　堤
つつみ

　　理
さと

志
し

 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

長
与
三
彩
で
町
興
し

や
さ
し
い
町
づ
く
り

高校生にも医療費助成している市・町って増えてるらしいよ
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■	

議
員　

ご
み
の
減
量
化
対
策

が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
ご
み
排

出
抑
制
の
具
体
的
な
取
組
の
考
え

は
。

■	

町
長　

ご
み
の
発
生
抑
制
を

図
る
活
動
と
し
て
は
家
庭
用
生
ご

み
処
理
機
の
普
及
促
進
や
食
品
ロ

ス
削
減
な
ど
の
啓
発
活
動
を
行
な

い
、
一
人
一
人
の
意
識
付
け
を

■	

議
員　

将
来
を
見
据
え
た
ま

ち
づ
く
り
を
検
討
す
る
上
で
、
民

間
活
力
の
導
入
の
考
え
に
つ
い
て

問
う
。

■	

町
長　

イ
ン
フ
ラ
の
運
営
・

更
新
等
の
効
率
化
や
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
が
期
待
で
き
る
事
業

に
つ
い
て
は
多
様
な
官
民
連
携
手

法
の
導
入
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や

資
金
の
活
用
な
ど
を
検
討
し
て
い

く
。

■	

議
員　

フ
ァ
ミ
リ
ー
層
が
利

用
で
き
る
飲
食
店
や
衣
類
・
電
化

製
品
の
店
舗
が
少
な
い
と
の
声
を

聞
く
が
町
と
し
て
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

■	

町
長　

若
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
お
い
て
、
将
来
伸
ば
し
た
い

町
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
「
こ
だ
わ

り
の
シ
ョ
ッ
プ
が
多
く
お
し
ゃ
れ

な
町
」
が
最
多
で
あ
っ
た
。
今
回

の
定
例
会
に
お
い
て
新
た
に
事
業

所
を
開
設
す
る
比
較
的
小
規
模
な

事
業
者
へ
助
成
す
る
議
案
を
上
程

し
て
お
り
、
町
内
に
事
業
所
を
設

置
す
る
場
合
に
活
用
し
て
も
ら
う

よ
う
、
商
工
会
や
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
周
知
を
行
い
、

商
業
の
活
性
化
に
努
め
た
い
。

行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
い
る
。
再
利
用
の
促
進
に
つ
い

て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
子
ど
も

用
品
を
中
心
と
し
た
お
ゆ
ず
り
会

を
開
催
す
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ

て
い
た
が
、
物
品
の
安
全
性
、
修

理
案
件
な
ど
を
考
え
る
と
町
が
主

体
と
な
っ
て
大
々
的
に
行
う
こ
と

は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。
リ
サ

イ
ク
ル
に
つ
い
て
は
、
分
別
資
源

回
収
を
先
進
的
に
行
な
っ
て
お

り
、
住
民
の
協
力
の
下
で
実
施
で

き
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
。

■	

議
員　

焼
却
炉
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

■	

町
長　

毎
日
の
点
検
と
年
４

回
の
定
期
点
検
の
ほ
か
随
時
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
実
施
し
て
い
る
。
今

後
も
長
与
・
時
津
環
境
施
設
組
合

と
情
報
交
換
を
密
に
し
、
協
力
体

制
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

■	

議
員　
「
地
域
で
支
え
合
う
体

制
づ
く
り
」
の
具
体
的
施
策
は

■	

町
長　

日
常
生
活
に
お
け
る

地
域
で
の
支
え
合
い
体
制
づ
く
り

を
構
築
す
る
生
活
支
援
体
制
整
備

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

■	

議
員　

避
難
行
動
要
支
援
者

個
別
支
援
計
画
の
作
成
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

■	

町
長　

現
状
の
問
題
点
と
し

て
は
、
避
難
支
援
担
当
者
の
確
保

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る

が
、
今
後
は
地
域
だ
け
で
な
く
関

係
機
関
か
ら
も
協
力
が
得
ら
れ
る

よ
う
協
議
を
進
め
て
い
く
。

ご
み
の
適
正
な
処
理

地
域
福
祉
の
充
実

将来を見据えた民間活用の検討を

官民連携手法の導入を検討する
西
にし

田
だ

　 健
たけし

 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

ごみの少ない環境にやさしいまちづくりを
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■	

町
長　

駅
員
不
在
時
の
即
時

対
応
が
可
能
な
の
か
が
懸
念
さ
れ

る
。

■	

議
員　

無
人
ホ
ー
ム
で
事
故

が
起
き
た
場
合
な
ど
へ
の
対
応
は

説
明
は
あ
っ
た
か
。

■	

政
策
企
画
課
長　

運
転
乗
務

員
が
ホ
ー
ム
近
く
で
徐
行
し
て
対

策
を
取
る
と
の
説
明
を
受
け
た
。

■	

議
員　

列
車
が
近
づ
か
な
い

と
対
応
で
き
な
い
内
容
で
、
乗
客

が
ホ
ー
ム
へ
落
ち
た
場
合
な
ど
に

対
応
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

■	

課
長　

他
の
乗
客
が
い
れ
ば

の
話
だ
が
、
他
の
乗
客
が
救
急
の

連
絡
を
し
て
く
れ
る
の
で
は
と
の

回
答
だ
っ
た
。

■	
議
員　

Ｊ
Ｒ
の
対
応
は
あ
ま

り
に
も
無
責
任
で
あ
る
。
大
分
県

日
田
市
で
は
天
ヶ
瀬
駅
の
無
人
化

に
抗
議
し
、
Ｊ
Ｒ
側
が
市
に
委
託

料
を
払
っ
て
対
応
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
の
記
事
を
見
た
が
、
本

町
も
駅
の
全
面
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

な
ど
と
併
せ
て
要
望
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

■	

町
長　

改
善
で
き
る
よ
う
、

粘
り
強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
。

■	

議
員　

今
回
の
無
人
化
や
営

業
時
間
短
縮
は
、
本
町
の
今
後
の

発
展
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
は

な
い
か
と
懸
念
す
る
。
利
用
者
が

少
な
い
路
線
は
こ
れ
ま
で
も
第
三

セ
ク
タ
ー
や
廃
止
路
線
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら

な
い
よ
う
に
対
応
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

■	

政
策
企
画
課
長　

Ｊ
Ｒ
は
重

要
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
。
今
後
、

町
宅
地
開
発
に
よ
る
需
要
増
も
見

込
ま
れ
る
の
で
、
Ｊ
Ｒ
の
必
要
性

を
要
望
し
て
い
く
。

■	

議
員　

健
康
づ
く
り
助
成
事

業
で
タ
ク
シ
ー
利
用
券
が
あ
る
が
、

１
５
０
０
円
で
は
少
な
い
と
の
声

が
あ
る
。
増
額
の
考
え
は
な
い
か
。

■	

町
長　

平
成
30
年
に
タ
ク

シ
ー
に
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
好
評
だ
が
、
要
望
も
あ
り
、
今

回
２
５
０
０
円
に
増
額
す
る
。

■	

議
員　

他
の
自
治
体
は

５
０
０
０
円
や
６
０
０
０
円
と

な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
増
額
で
き

な
か
っ
た
の
か
。

■	

福
祉
課
長　

本
町
で
は
70
歳

以
上
の
全
町
民
に
利
用
券
を
配
布

し
て
い
る
。
他
の
自
治
体
と
は
制

度
が
違
う
。
今
後
も
こ
の
方
向
で

進
め
て
い
き
た
い
。

■	

議
員　

Ｊ
Ｒ
九
州
は
、
今
年

３
月
か
ら
29
駅
を
無
人
化
し
、
48

駅
で
切
符
の
窓
口
販
売
を
廃
止
す

る
と
広
報
し
た
。
長
与
駅
も
昨
年

２
月
か
ら
営
業
時
間
の
短
縮
が
行

わ
れ
て
お
り
、
車
い
す
利
用
者
が

乗
車
で
き
な
い
な
ど
の
問
題
が

あ
っ
て
い
る
。
今
回
の
無
人
化
や

営
業
時
間
の
短
縮
は
本
町
と
協
議

し
て
の
内
容
な
の
か
。

■	

町
長　

昨
年
10
月
に
Ｊ
Ｒ
側

か
ら
業
務
運
営
の
効
率
化
に
向
け

た
変
更
の
説
明
を
受
け
た
。
本
町

も
車
い
す
利
用
者
へ
の
対
応
な
ど

を
考
え
る
と
受
け
入
れ
が
た
く
、

現
状
の
体
制
を
残
し
て
ほ
し
い
と

要
望
し
た
。

■	

議
員　

無
人
化
な
ど
の
影
響

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

答 問
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の

増
額
を

１
５
０
０
円
を

２
５
０
０
円
に
増
額

ＪＲ駅を誰もが利用できる環境に

粘り強く求めていきたい
河
かわ

野
の

　龍
たつ

二
じ

 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

窓口業務が縮小された
ＪＲ長与駅

交通助成券の拡充が
求められる
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化
ま
た
は
一
部
公
費
助
成
の
考
え

は
な
い
か
。

■	

教
育
長　

小
学
校
の
児
童
総

数
は
２
３
２
４
人
で
、
年
間
食
材

費
は
約
１
億
５
９
１
万
円
。
中
学

校
は
１
１
４
９
人
で
、
年
間
食
材

費
は
６
０
７
３
万
円
。
総
計
す

る
と
１
億
６
６
６
４
万
円
と
な

る
。
そ
の
他
、
人
件
費
な
ど
約

１
億
３
千
万
円
公
費
負
担
し
て
い

る
。
学
校
給
食
費
無
償
化
や
一
部

公
費
助
成
す
る
こ
と
は
、
財
政
へ

の
継
続
的
か
つ
大
き
な
負
担
と
な

り
、
他
の
事
業
へ
の
影
響
も
懸
念

さ
れ
る
た
め
無
償
化
の
考
え
は
な

い
。

■	

議
員　

朝
食
を
全
く
取
っ
て

い
な
い
児
童
生
徒
の
数
は
ど
う

か
。

■	

教
育
長　

令
和
３
年
度
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
で

は
、
小
学
校
６
年
生
で
３
６
７
人

中
８
人
、
中
学
校
３
年
生
３
４
７

人
中
２
人
と
な
っ
て
い
る
。

■	

議
員　

給
食
費
滞
納
世
帯
の

現
状
は
ど
う
か
。

■	

教
育
長　

本
年
度
も
改
善
が

図
ら
れ
て
い
な
い
世
帯
数
は
10
世

帯
で
あ
る
。

■	

議
員　

有
機
栽
培
・
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
給
食
の
提
供
は
ど
う
か
。

■	

教
育
長　

現
在
の
納
入
業
者

は
有
機
栽
培
・
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食

材
の
取
り
扱
い
が
な
い
と
の
こ
と

で
、
新
鮮
な
食
材
の
安
定
供
給
を

考
え
れ
ば
、
現
段
階
で
の
利
用
・

提
供
は
考
え
て
い
な
い
。

■	
議
員　

現
在
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
給
食
を
実
施
し
て
い
る
千
葉
県

い
す
み
市
な
ど
の
自
治
体
は
把
握

し
て
い
る
か
。

■	

教
育
委
員
会
理
事　

他
の
自

治
体
で
実
施
し
て
い
る
こ
と
は
把

握
し
て
い
る
。

■	

議
員　

農
林
水
産
省
の
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
は
市
町

村
に
対
し
、
み
ど
り
食
料
シ
ス
テ

ム
戦
略
推
進
交
付
金
の
有
機
農
業

推
進
と
し
て
、
１
市
町
村
あ
た
り

上
限
額
１
千
万
円
を
交
付
し
て
い

る
が
、活
用
の
考
え
は
な
い
の
か
。

■	

産
業
振
興
課
長　

広
い
農
地

の
確
保
や
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
技
術
者

指
導
な
ど
を
考
え
る
と
非
常
に
難

し
い
。

■	

議
員　

学
校
給
食
費
の
無
償

■	

議
員　

令
和
５
年
度
よ
り
学

校
給
食
費
の
公
会
計
化
が
開
始
さ

れ
る
が
、
滞
納
世
帯
の
減
少
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
よ
い
の
か
。

■	

教
育
委
員
会
理
事　

そ
う
な

る
と
期
待
し
た
い
。

■	

議
員　

平
成
17
年
に
栄
養
教

諭
制
度
が
創
設
さ
れ
、
学
校
給
食

に
よ
る
食
育
推
進
が
位
置
付
け
ら

れ
た
。
栄
養
教
諭
の
役
割
・
配
置

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

■	

教
育
長　

栄
養
教
諭
は
４
人

在
籍
し
、
１
人
が
２
校
を
担
当
し

て
い
る
。
職
務
は
、
学
校
給
食
で

摂
取
す
る
食
品
と
健
康
の
保
持
・

増
進
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
の
指

導
、
特
別
の
配
慮
を
必
要
と
す
る

児
童
や
生
徒
に
対
す
る
個
別
指
導

や
実
践
的
な
指
導
の
他
、
給
食
の

献
立
作
成
や
学
校
給
食
の
管
理
を

行
っ
て
い
る
。

■	

議
員　

ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ

児
童
生
徒
は
把
握
し
て
い
る
の

か
。

■	

理
事　

小
学
校
で
１
５
３
人
、

中
学
校
で
73
人
い
る
。

有機栽培オーガニック給食提供を

現段階での提供は考えていない
安
あ

部
べ

　 都
みやこ

 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

学
校
給
食
無
償
化
を

オーガニック給食おいしいな～
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■	

議
員　

イ
ベ
ン
ト
や
行
事
の

出
演
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

■	

町
長　

令
和
３
年
度
は
Ｖ
・

フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
の
長
与
町
サ
ン

ク
ス
マ
ッ
チ
、
秋
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
出
演
回
数
が
減
少
し

て
い
る
。

■	

議
員　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ

ズ
の
販
売
は
役
場
３
階
秘
書
広
報

課
カ
ウ
ン
タ
ー
と
、
ま
ん
て
ん
で

販
売
さ
れ
て
い
る
が
、
分
か
り
に

く
い
の
で
は
な
い
か
。

■	

秘
書
広
報
課
長　

役
場
１
階

の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
の
見
せ
方
な
ど

も
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

■	
議
員　

公
用
車
に
ミ
ッ
ク
ン

マ
グ
ネ
ッ
ト
や
シ
ー
ル
、
初
心
者

マ
ー
ク
の
よ
う
な
物
を
作
成
し
て

み
て
は
ど
う
か
。

■	

総
務
部
長　

マ
グ
ネ
ッ
ト
あ

る
い
は
シ
ー
ル
で
認
知
を
図
り
た

い
。

■	

議
員　

ふ
る
さ
と
に
対
す
る

思
い
や
愛
着
を
育
む
た
め
に
、
広

告
塔
と
し
て
ど
ん
ど
ん
活
用
し
て

ほ
し
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

■	

町
長　

長
与
町
の
顔
と
し
て

も
っ
と
も
っ
と
広
め
て
い
き
た

い
。

■	

議
員　

ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
現
状
に
つ
い
て
、
校
内
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
に
問
題
は
な
い

の
か
。

■	

教
育
長　

各
校
内
に
は
高
速

大
容
量
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を

随
所
に
設
け
て
お
り
、
通
信
状
態

は
お
お
む
ね
良
好
で
問
題
は
な

い
。

■	
議
員　

特
別
教
室
や
体
育
館

に
は
入
っ
て
い
な
い
と
思
う
が
、

ど
う
か
。

■	

教
育
総
務
課
長　

特
別
教
室

に
は
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
が
い
く

つ
か
の
教
室
に
１
つ
あ
る
。
体
育

館
に
は
入
っ
て
い
な
い
が
、
今
後

必
要
性
が
あ
れ
ば
、
財
政
状
況
を

見
な
が
ら
そ
ろ
え
る
必
要
も
あ

る
。

■	

議
員　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は

重
さ
が
あ
る
が
、
持
ち
帰
り
へ
の

配
慮
は
あ
る
の
か
。

■	

教
育
委
員
会
理
事　

教
科
書

類
は
基
本
的
に
学
校
に
置
い
て
も

良
い
と
し
て
い
る
の
で
、
宿
題
の

あ
る
教
科
書
の
み
持
ち
帰
っ
て
い

る
。

■	

議
員　

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
耐
用

年
数
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

■	

教
育
総
務
課
長　

５
年
程
度

と
考
え
て
い
る
が
、
す
ぐ
に
使
え

な
く
な
る
と
い
う
事
で
は
な
い
。

■	

議
員　

更
新
に
つ
い
て
国
か

ら
情
報
は
あ
る
の
か
。

■	

課
長　

国
か
ら
の
情
報
は
何

も
な
い
。
自
治
体
で
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

■	

議
員　

町
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
ミ
ッ
ク
ン
と
ミ
ッ
ク
ン

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
活
用
事
例
に
は
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

■	

町
長　

ナ
ガ
ヨ
ミ
ッ
ク
ン
は

平
成
11
年
の
町
制
施
行
30
周
年
記

念
と
し
て
町
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
に
一
般
公
募
し
た
も
の
で
、

ミ
ッ
ク
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
平
成
23

年
度
よ
り
町
の
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
し
て
登
場
し
た
。
活
用
に

つ
い
て
は
、
広
報
誌
や
各
種
イ
ベ

ン
ト
の
印
刷
物
の
挿
絵
と
し
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次の定例会は 開会の予定です。6月7日（火）

108,850円支出合計 （５件）
（令和４年1月１日～３月31日）

議長交際費 香典・生花スタンド等 ……………… 88,850円（４件）
激励カンパ ………………………… 20,000円（１件）
その他 ……………………………………… 0円（０件）

撮影者：田端莉瑠さん
（県立大学シーボルト校写真サークル Sun-Films ぱしゃ。）

タイトル：いつもの道

毎日のように見る道だけど、たまに早起きす
るとこんなにも綺麗だったんだなと思って撮影
しました。坂も歩くと辛いけど、写真で見る
とこれはこれでいいなと思いました。
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長与町議会（定数１６）
本会議を YouTube で配信しています。
　長与町議会では令和2年3月定例会から、新型コロナウイルス感染症拡大
防止と、傍聴に来られる皆様の健康を守るため、傍聴の自粛をお願いして
おります。
　本会議の模様をYouTubeで公開しておりますので、どうぞご覧ください。

後列 ： 　　　　　（故）吉岡清彦　　竹中　悟　　　西岡克之（副議長）　山口憲一郎（議長）
中列 ： 中村美穂　安部　都　　内村博法　安藤克彦　　金子　恵　岩永政則　　堤　理志　河野龍二
前列 ： 八木亮三　松林　敏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西田　健　浦川圭一

動画はこちらから
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